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 ２月８日（水）、美作市で強化合宿中のアーチェリーのトップ選手達との交流

会が勝田小学校で行われました。このような機会はめったにないことで、東京

オリンピックの銅メダリストの河田悠樹選手や全国大会で表彰台に上がるよう

な日本を代表する選手を目の前に、子ども達のテンションは最高潮でした。始

めに、３人の選手の模範試射を観させていただきました。数十メートル先の風船

に目にもとまらない速さで矢が当たると、拍手と歓声が上がりました。今回の

交流会は、パフォーマンスを観て終わりではなく、実際に子ども達も矢を射る体

験ができました。４つのグループに分かれ、マンツーマンで持ち方や打ち方を教

わり、３ｍ程先の風船や的に向かって実射しました。「ドスッ!」「パン！」と矢で風

船を割る子どももたくさんいて、満足感いっぱいの笑顔がたくさん見られまし

た。その後、選手の握力や道具の値段、アーチェリーを始めたきっかけ等を質問

し、答えていただきました。兄弟や親の影響で始

めた選手もいましたが、子どもの頃のお祭りの中

でのアーチェリー体験がきっかけという選手もい

て、今回の体験会をきっかけに将来アーチェリー選手になる子どもがいるかもし

れない（夢を広げてほしい）と思いました。また、今回の子ども達の大きな感動

や輝く笑顔が選手へのエールとなり、国内外での大会での好成績につながる

ことを期待しています。 

 

 

  

 

２月２２日（水）には、令和４年度最後の授業参観・学級懇談会がありました。子ども達も今年度総

まとめの頑張りを観てもらおうと真剣に取り組んでいました。お忙しい中、たくさんの保護者の皆様に

ご来校いただきました。心よ

りお礼申し上げます。ありが

とうございました。 

学校教育目標 ： 学びをつなぐ 心をつなぐ 未来へつなぐ 勝田っ子の育成 



  

 

２月９日（木）には、新入生体

験入学で１２名の園児たちが来

校しました。限られた時間ではありましたが、１年生や

５年生との交流の時間を持ちました。まず、１年生教室

で国語や算数の学習の様子を見学したり、勝田小クイズ

に答えたりしました。また、ランドセルを背負う練習も

させてもらいました。その後、５年生の案内で校内の各部屋

を見学し、休み時間には広い運動場で一緒に遊びました。目

をキラキラさせて笑顔で活動に参加している園児たちの姿か

ら、小学校生活への期待と心の構えができている様子がうか

がえました。先

輩として一生懸命にお世話をする５年生や１年生たちはど

こか誇らしげでもあり、行事を通しての成長を感じました。  

 

２月２日（木）広報委員会作成のニュース番組が校内で

放送されました。クロームブックの機能を効果的に活用し、

現場（教室）からのインタビューLive 中継も交えながら各

教室へニュースを流しました。事前に撮影したドラマ仕立

ての動画（節分について・バレンタインについて）も入れ

て、本当のニュース番組を観ているようでした。 

  

 

 

 

 

体力づくりと仲間づくりのために長縄運動（８の字跳び）

に取り組みました。朝の活動を使って何回か練習し、２月

９日（木）のスマイルタイムで全校の集会を行いました。

経験豊富な高学年ほど跳べる回数は多くなりますが、下学

年もこれまでの記録を更新して大喜びしていました。 


